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西北大学国際文化交流学院
国際日本文化研究センター
1.西 安 で 発 掘 した 北 周 時 代の ソ グ ド人 墓 の あ らす じ
ご承 知 の 通 り,2000年 か ら2005年 まで,陝 西 省 考 古研 究所 と西 安 市文 物 保 護 考
古 所 が 前 後 して,4基 の 北周 時代 の外 国人 の墓 を発 掘 した(図1)。
まず2000年5,月 に,陝 西省 考 古 研 究 所 が,初 めて 西 安市 北郊 外 で1基 の北 周 時
代 に属 す る ソ グ ド人 安 伽 とい う人 物 の 墓(大 象 元 年,西 暦579年)を 発 掘 し(図
2-1,2,3),そ の後,2003年6,月 と2004年4.月 に は,西 安 市文 物 保護 考 古所(1)が 同 じ
墓 地 で,北 周 時代 の ソ グ ド人 史 君 墓(2)(図3-1,2)と 康 業 墓(3)(図4-1,2)を 発 掘 した。
さ らに,2005年9,月,西 安 市 北 郊 外 にあ る南康 村 の農 家 で施 工 中,偶 然 に北 周 時
代 の 古代 イ ン ド人('U賓 国kasmiraと 言 う,古 代 の西 域 国名 で あ る。 都 城 は 南 北朝
に善 見城 となす,今 の 克什 米 爾 《イ ン ド北 西部 カ シ ミール 》 斯 利 那加 の 附近 に位 置
し,同 時 にパ キス タ ン とイ ン ド両 国 の紛 争 地域 に属 す る場 所 で もあ る。)婆 羅 門后裔
の李誕 墓(4)(図5-1,2,3)を 発 見 した こ とを西 安 市 文物 保 護i考古所 が 聞 き,す ぐそ の
図1西 安で発掘 した北周時代 のソグ ド人墓 の位置図(西 安市文物保護考古所)
(『北周康業墓』2005年2月 より,程 林泉副所長提供。)
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図2-1北 周 安 伽 墓 出土 の 石棺 床(2003r西 安北周安伽墓』文物出版社。)
図2-2北 周 安 伽 墓 出土 の 「祭 司 」 図2-3北 周 安 伽墓 出土 の 「供案 」
(い ずれ も,2003『 西安北周安伽墓』文物出版社。)
ソグド人墓の発見と最新研究197
図3-1北 周 史 君墓 出土 の棺 椁 「西 安 市 北 周 史 君 石椁 墓 」(r考 古』2004-7。)
図3-2北 周 史 君 墓 出 土 の 棺 床
(「西安市北周史君石椁墓」『考 古』2004-7。)
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図4-1北 周 康 業 墓 出 土 の石 門
(西 安市文物保護考古 所編2004『 前進中的西安市文物保護考古所一
慶祝西安市文物保護考古所建所10周 年(1994-2004)』 程林 泉副所長提供。)
*死 者 の ロ に 一 枚 の ビ
ザ ン ツ の 金 幣 を 含 ま せ
る こ と 。
*死 者 の 手 に 一枚 の
「布 泉 」銅 銭 を握 らせ る
こ と。
図4-2北 周康 業墓 出土 の 石棺 床
(西 安市文物保護考古 所編2004『 前進中的西安市文物保護考古所一
慶祝西安市文物保護考古所建所10周 年(1994-2004)』 程林泉副所長提供。)
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図5-1婆 羅 門后 裔 の李 誕 墓 出 土 の石 棺
(『中国文物報』2005年10月21日 第7版 より,程 林泉副所長提供。)
図5-2婆 羅 門后 裔 の 李誕 墓 出土 の 石棺 の 青 虎 模様
(『中国文物報』2005年10月21日 第7版 よ り,程 林 泉副所長提供。)
図5-3婆 羅 門后 裔 の 李誕 墓 の 石棺 か ら出 土 した東 ロー マ の金 貨
(『中国文物報』2005年10月21日 第7版 より,程 林泉副所長提供。)
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墓 を発 掘 した。
こ こで 注 目す べ き こ とは,発 掘 され た4基 の墓 の 内,3基 は北 周 時 代 の ソグ ド人
の墓 で あ り,も う1基 は,厨 賓 人 とい う古代 イ ン ド人 の墓 とい うこ とで あ る。 と く
に李 誕 墓 の発 掘 に よっ て,私 た ち は,西 安 北郊 外 一 帯 は北 周 時代 の ソ グ ド人 の墓 地
で あ る とい うだ けで な く,'U賓 人 を含 む 中国 に旅 住 す る外 国人 の墓 地 所 在 で もあ る
とい うこ とを表 明 した。 この墓 地 はい ず れ も北 周 時 代 の西域 人 の墓 地 で あ るが,他
の地 域 か ら来 て,長 安 に旅 住 す る外 国人 の 墓地 は どこ に あ るの か,こ れ が 私 た ち の
重 大 な研 究課 題 となっ た。しか しな が ら,現 在 の 西安 は古 代 の13古 都 と呼 ばれ てい
る長 安 で あ る。 発 掘 お よび研 究 の点 か ら言 うと,北 周 時 代 の遺 跡 と墓 よ りも,周 ・
秦 ・漢 ・唐 の遺 跡 や 墓 な どの方 が,極 めて重 要 で あ る と思 われ る。
例 えば,1955年,西 安 市 西 郊 外 にあ る土 門村 で唐 咸 通15年 のペル シ ア人 の 『蘇
諒 妻 馬 墓誌 銘 』 が 出土 した。 そ の後 半 部 は,ペ ル シ ア婆 羅鉢 文(梵 文)で 書 かれ て
い る銘 文 で あ っ た(5)。ま た,4年 前 の2004年4月 頃,陝 西 省 の あ る建 築 会社 が,西
安 市 の 東 郊外 にお い て シ ョベ ル カー で 不 法 工事 を して い た 時,偶 然 に唐 代 の長 安 で
死 去 した在 唐 の 日本 人 留 学 生 の 「井 真 成 」 とい う人 物 の 墓誌 が発 見 され た が,そ の
出土地は,墓 誌銘 に陰刻 されてい る 「淕水園 原 に埋 めた」記録 と一致す るこ とが注
目され て い る(6)。 これ ま で発 掘 され た 外 国人 の墓 の配 置 か ら見 る と,東 方 異 国 人 の
墓 は唐 の 長安 城 の東 部,西 方 異 国人 の墓 は唐 の長 安 城 の 西部,北 方 異 国 人 の墓 は唐
の長 安城 の 北部,南 方 異 国 人 の墓 は唐 の 長安 城 の南 部 に埋 め るこ とにな っ て いた と
い う学 説 は,西 北 大学 歴 史 博 物館 賈 麦 明 副館 長 が提 出 した 新説 で あ る が(7),私 は,
こ の研 究 方 法 と大 胆 な推 測 に賛 成 して い る。 しか し,こ の 学説 は,い ま ま で に発 掘
され た 考 古 学 の新 資 料 で 実証 され て い ない。
ソ グ ド人 の墓 につ い て は,以 上 に述 べ た3基 以 外,出 土 の例 が まだ あ る。
そ の1,図6は 西 安 美 術 学 院 に収 蔵 され て い る北周 時代 の ソグ ド人 墓 の 石榻(「.石
ベ ッ ド」 と も言 う)で あ る。 そ の形 と紋 様 か ら見 る とソ グ ド人 墓 か ら出 土 した もの
で あ るが,い つ,ど こで,誰 の墓 か ら出土 した石 榻 な の か は不 明 で あ る。この 図は,
2001年 頃,陝 西省 考古 研 究 所 張 建林 研 究 員 が 私 に提 供 して くれ た も ので あ り,改 め
て こ こ に感 謝 の意 を表 した い。 そ の2,図7は 甘 肅 省 天 水 市 で発 見 され た 隋唐 時 代
の 石 棺床 屏 風 で あ る(8)。そ の3,図8は,20世 紀初 頭 に発 見 され,現 在,パ リ,ケ
ル ン,ボ ス トンそ して ワシ ン トンに分 散 して保 管 され て い る棺 床 屏 風 で あ る(9)。
私 が注 目 した の は,こ の棺 床 の入 り 口に 「三 出 闕」 とい う建 築 形 式 を もつ 棺 床 屏
風 で あ る。 こ こで 強調 に値 す るの は,秀 明 コ レク シ ョンの 石棺 床 の入 り口の 両側 に
あ る建 物 の 頂 部 が 「鴟 尾 」(「鴟 吻」 とも書 く)を もつ 「三 出 闕」 で あ る こ とが,欠
損 痕 か ら見 る こ とがで き る とい うこ とで あ る(lo)(図9-1,2)。 しか し,『MIHOMUSEUM
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図6-1西 安 美 術学 院 に 収 蔵 され て いる 北 周墓 出土 の 石榻
(=未 発表資料=張 建林研究員提供。)
図6-2西 安美術学 院に収蔵 されて いる北周墓出土の石榻 の下にある大 力士
(一未発表資料=張 建林研究員提供。)
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図7甘 肅 省 天 水 市 で 発見 され た 隋 唐 時代 の 石 棺 床 屏風
(2004『MIHoMusEuM研究紀要』第4号,fig.3。
この写真以外のものは王維坤が加筆。)
図8-1伝 河 南 省 安 陽 市 で 土の 石 棺 床 屏風 の 「三 出 闕」
(2004『MIHoMusEuM研究紀要』第4号,fig.3。)
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図8-2伝 河 南 省 安 陽 市 出 土の 棺 床 屏 風 の 紋様
(2004『MIHOMUSEUM研究紀要』第4号,fig.3a。)
図9-lMIHOMUSEUMに 収 蔵 され て い る 石棺 床 屏 風 の 「三 出 闕 」
(1997『MIHOMUSEUM南館図録』pp.248-249。)
図9-2MIHOMUSEUMに 収 蔵 され て
い る石 棺 床 屏 風 の 「三 出 闕 」の 復 元 図
(1997『MIHOMUSEUM南館図録』p.247。)
204…E糸 隹 ±申
南 館 図録 』 で,ALJandJAL氏が,棺 床 の入 り口の 両側 に あ る建物 の頂 部 の復 元 図
を 「円 形」と成 した こ とは 間違 い と思 われ るが 、皆 様 の ご意 見 はい か が で あ ろ うか。
ここ で,私 に貴 重 な 『MIHOMUSEUM南館 図録 』 と 『MIHOMUSEUM研究紀 要 』
第4号 を提 供 して くだ さった 謝 爾 盖博 士 に,心 よ り感 謝 の意 を表 した い と思 う。 博
士 の ご好 意 に よっ て,MIHOMUSEUMへ 見学 に行 き,そ こで 学 界 の 同仁 で あ る稲 垣
氏 と片 山氏 に会 う機 会 と学 問 交 流 が で き た。
な お,「 三 出闕 」 の 制 度 に つ い て の,私 の研 究成 果 を述 べ た い と思 う。
「三 出 闕」 とは建 築 形 式 で あ り,中 国 の封 建 社 会 で は,都 城 制 と陵 墓 制 にお け る
最 高 の等 級 制 度 の建 築 形 式 と言 わ れ て い る。 例 え ば,前 漢 時代 の 陽 陵 の 陵 園4門,
こ う はか りしう な
唐 長 安 城 大 明 宮含 元 殿 の 両側 の 前 に あ る栖 鳳 閣 と翔 鸞 閣及 び 「号 して 墓 を 陵 と為
す 」 の懿 徳 太 子李 重 潤 墓 の 門 闕壁 画 は,全 部,「 三 出闕 」(図10)と い う建築 形 式 で
あ る。 この 点 か ら言 え ば,「 三 出 闕 」を もつ 石 榻 は,一 般 的 な石 榻 よ り墓 主人 の身 分
が 高 い と思 われ る。
最 後 に紹 介 した い 関連 資料 は,山 西 省 太 原 市 隋代 虞 弘墓 の発 掘 資 料 で あ る(11)(図
11-1,2,3,4)が,次 節 にお い て 「祭 司 」 とい う神 様 に 関 す る こ とを述 べ よ うと思 う。
実 際 の と ころ,北 周 時代 と隋 時代 の外 国 人 の 墓 は,近 年 以 来,研 究 す れ ばす るほ
ど色 々 な意 味 と高 い 学術 価 値 が あ る と思 う。
図10唐 懿徳太子李重潤墓 出土の壁画に見 られ る 「三出闕」
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図11-1山 西 省 太 原市 隋 代 虞 弘 墓 出 土 の 石椁 頂 部 の 「鴟 尾 」
(2005『 太原隋代虞弘墓』図 】4,文 物出版社。)
図11-2山 西 省 太 原 市 隋 代 虞 弘墓 出 土 の石 椁
(2005『 太原隋代虞弘墓』図6,文 物出版社。)
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図11-3山 西 省 太 原市 隋代 虞 弘墓 出土 の 石 棺
(2005『 太原隋代虞弘墓』図8,文 物出版社。)
図11-4山 西 省太 原 市 隋 代 虞 弘墓 出土 の 石椁 の 「祭 司 」
(2005『 太原隋代虞弘墓』図182,文 物出版社 。)
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2.「 火葬 」 か ら 「土葬 」 へ の 変 化
古 代 文 献 の記 録 に よ る と,ソ グ ド人 は ゾ ロア ス ター 教 の埋 葬 儀i礼 に従 っ て,遺 体
を犬 に食 べ させ,オ ッス ア リに骨 を入 れ て埋 葬 したそ うで あ る。 この埋 葬 儀 礼 はチ
ベ ッ ト人 の 「鳥 葬 」 とい う埋 葬 習 慣 と とて も似 てい る。
前者 の場 合 に は,遺 体 を犬 に食 べ させ るが,後 者 の場合 に は,遺 体 を鳥 に食 べ さ
せ るの で あ る。 具 体 的 に言 う と,チ ベ ッ トの 「鳥 葬 」 は,葬 儀(別 に行 う場 合)後
に死 体 を郊 外 の荒 地 に 運 び,そ れ か ら死体 を裁 断 し断 片化 して 禿 鷲 な どの鳥 類 に食
べ させ る。 宗 教 上 で は,魂 の抜 け出 た遺 体 を 「天 へ と送 り届 け る」 た め の方 法 と し
て行 われ てお り,鳥 に食 べ させ るの は そ の手 段 に過 ぎな い と考 えて い る。 また,現
行 の 「鳥 葬 」 とい う訳語 よ りは 「天 葬 」 「空 葬 」な ど と呼ぶ ほ うが,よ り本 来 の意義
に近 い と考 え られ て い る。ま た,多 くの生 命 を奪 うこ とに よって 生 き て きた 人 間 が,
せ め て死 後 の魂 が 抜 け 出 た 肉体 を,他 の生 命 の た めに布 施 しよ うとい う思 想 が あ る
と も言 われ て い る。死 体 の 処理 は,「 鳥 葬 」を執 り行 う専 門 の職 人 が行 い,骨 も石 で
細 か く砕 い て鳥 に食 べ させ,あ とに は ほ とん ど何 も残 らない 。職 人 を雇 えな い貧 し
い人 達 は,「 水 葬 」 を行 う儀i礼 も あ る。 「水 葬 」 もそ の ま ま死 体 を川 に流 す の で は な
く,体 を切 断 した あ と川 に流 す の で あ る。 中国 の 西蔵 自治 区政府 は 「鳥葬 」 よ りも
む しろ 「火 葬 」 とい う埋 葬 制度 を奨 励 して い た が,2006年,西 蔵 自治 区政 府 は 「鳥
葬 」 につ い て は,少 数 民族 の 埋葬 習 慣 を尊 重 す る こ と と,伝 統文 化 を保護 す るた め
に,撮 影 や 報 道 を禁 ず る条 例 を公 布 した。 イ ン ターネ ッ トの報道 に よ る と,チ ベ ッ
トに は約1,000箇 所 の鳥 葬 用石 台 が あ るが,関 係 者 以 外 に よ る撮 影 や 見物,及 び鳥
葬 用 石 台 近 くの採 石 な どの行 為 も禁 じた と言 う。
い ま,私 が とて も注 目 して い る の が,や は り北周 安 伽 墓 と太 原 隋 代 虞 弘墓 か ら出
土 した い わ ゆ る 「祭 司」 で あ る。 なぜ,「 祭 司」 とい う 「人 面鳥 身 」の 形象 を創 った
ので あ ろ うか 。私 の初 歩 的 分析 に よ る と,お そ ら く 「鳥 葬 」 の儀 礼 を住持 す る 「祭
司 」と密 接 な関係 が あ る に相 違 な い と思 う。この よ うな 「人面 鳥 身 」とい う形 象 は,
た ぶ ん 「鳥 の神 様 」 に属 す る大 人 物 だ った と思 う。
さ らに,私 が も う一 つ 疑 問 を持 っ て い るの は,も し 「鳥葬 」 の場 合,「 祭 司 」 を
「人 面 鳥身 」 とい う形 象 で創 っ た とす る考 えが成 立 す れ ば ,ソ グ ド人 は ゾ ロア ス タ
ー 教 の 埋葬 儀 礼 に よ って ,遺 体 を犬 に食 べ させ る場 合 は,「 祭 司 」を 「人 面犬 身 」 と
い う形 象 を創 っ た はず で あ る。 さ らに言 えば,ゾ ロアス ター教 で は犬 は 「祭 司」 に
相 当す る神 様 と言 え るか ど うか,い まの と ころ分 か らない。 先 学 の 教示 を得 たい と
こ ろで あ る。
な お,こ の 「祭 司 」 は,安 徽省 で発 見 され た 隋 墓 出 土 の陶 の 「千秋 」 「万 歩」 とい
う 「人 面 鳥 身 」 を もつ鎭 墓獣 と何 か 関係 が あ る のか ど うか(12),さ らに検 討 した い と
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思 う。
3.「 棺 」 と 「石 棺 床 」か ら石 椁 へ の 変化
北周 時代 か ら隋時 代 の 外 国 人墓 の葬 具 は,今 ま で,少 な く と も中 国式 の棺,石 棺
床,屏 風 を もつ 石 棺 床,石 椁 に分 け られ て い る。 身 分 に よっ て異 な る葬 具 を使 用 す
る のは 当然 な こ とで あ る。 そ こで,ま ず研 究 した い の は,① 北周 時代 の紀 年 墓 を利
用 し,墓 葬 の編 年 を作 成 す る こ と。 ② 紀 年 を もた な い墓 の 葬 具 は,紀 年 墓 の 葬 具 と
比 べ て み る と,紀 年 を もた な い墓 を列 に挟 む 方 法 で,最 終 的 に紀年 墓 と非 紀 年 墓 は
1列 にな る。 ③1列 の 中 に,一 番 変 化 す る とこ ろで,分 期 の け じめ を つ け る こ と。
④ 分 期 を通過 し,石 棺,石 棺床,屏 風 を もつ 石棺 床,石 椁 は どの よ うに変 化 す るの
か とい うこ と。 ⑤ 以 上 の研 究 に基づ い て,葬 具 の使 用 等 級 制 度 を究 明す る こ とで あ
る。
4.死 者 の 口 に貨 幣 ・玉 を含 ま せ る 習俗 に 関す る総 合 的研 究
中 国古 代 で は,死 者 の 口に外 国製 の 貨幣 と中 国製 の 貨 幣 ・玉 を含 ま せ る習 俗 が存
在 して いた の で あ る。 これ につ い て,私 は1994年 か ら2007年 にか けて,あ わせ て
5本 の論 文 を発 表 した(13)。
この たび,西 安 で 発 見 され た北 周 時 代 の外 国人 墓 で 私 が 注 目す る の は,死 者 の 口
に 貨 幣 を含 ませ る点 で あ る。 例 え ば,史 君 墓 か ら出土 した の は,1枚 の ビザ ンツ の
金 幣 の倣 制 品 で あ る。 ま た,婆 羅 門后裔 の李 誕 墓 の石 棺 か ら出 土 した の も,1枚 の
ビザ ンツ の金 幣 で あ った。 康 業 墓 出土 の場 所 で は,と くには っ き りと して い る。 即
ち,石 棺 床 死 者 の 口に1枚 の ビザ ン ツ の金 幣 を含 ませ る こ とと,死 者 の右 手 に1枚
の 「布 泉 」銅 銭 を握 らせ る こ とで あ る。 この 埋葬 習 俗 は,私 の 予想 とま った く同 じ
で あ る。こ の埋 葬 習 俗 は,ま だ深 く研 究 す る必 要 が あ る と思 うが,昨 年,「 論 西 安発
現 的 北 周粟 特 人墓 和 厨 賓 人 墓 的墓 葬 制 度 与 埋 葬 習俗 」 とい う論 文 を書 き,雑 誌 『考
古 』 に投稿 した(14)。
ま た,2007年10,月14日 ブル ガ リア ・ソフ ィ ア新 聞 社 の報 道 に よ る と,最 近,ブ
ル ガ リア ヴ ァル ナ(BapHa;Varna)の オ デ ッソス 墓 地(ORecoc;Odessos)(2世紀
の墓 地)で,二 つ の棺(30歳 の男 女)を 発 掘 した。 注 目に値 す る の は,男 性 の舌 の
下 に コイ ン を含 ませ る とい うこ とで あ る(図12)。 考 古研 究 者 に よ る と,古 代 の ギ
リシ ャ神 話 で は,彼 の魂 が ステ ユ クス(Σ 蝋;Styx)の 川 を渡 っ て地 下 の 世 界 に行 く
時 に,渡 し守 の カ ロン(Xapwv;Charon)に 渡 す 金 貨[Novinite]で あ る とい うふ う
に解 釈 した が(15),A・ ス タイ ン氏 が 指 摘 した ギ リシ ャ の古 い 習 慣 とま っ た く同 じで
あ る。
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図12ブ ル ガ リア 出 土 の 男性 の 舌 の 下 に コ イ ン を含 ませ る例
(2007年10月14日 ブル ガ リア ・ソフィア新聞社の報道 による。)
私 の 見 た とこ ろで は,中 国 の隋 唐 時 代 に 見 られ る死者 の 口に銅 銭 を含 ませ る習俗
は,殷 周 時代 の死 者 の 口に 貝 を含 ませ る習俗 や,秦 漢 時代 の死 者 の 口に銅 銭 を含 ま
せ る習俗 か ら,徐 々 に変 化 して きた もの で あ り,A・ ス タイ ン氏 が 指 摘 した ギ リシ
ャの 古 い習 慣 とは無 関係 で あ る と思 わ れ る。 と くに,中 国 で 出土 した ビザ ン ツ の金
幣 とササ ン朝 ペ ル シ ア の銀 幣 は,中 国 と西 方 の 古代 文 化 交流 の 産 物 で あ り,ギ リシ
ャの習 俗 に伴 って 中国 へ伝 え られ た もの で は な い と,私 は確 信 して い る。 こ こで 強
調 す べ き こ とは,こ の 習俗 が 中国 の伝 統 的 な埋 葬 習俗 で あ るば か りで な く,死 者 の
口に 玉 な どの物 を含 ませ る習 俗 と も密 接 な 関係 が あ った と思 わ れ る点 で あ る。
なお,人 民 網2007年9,月29日 報道 に よる と,河 南省 南 水 北調 工程 にお け る安 陽
市 固岸 墓 地 考 古 発 掘 で とて も重 要 な発 見 が あ っ た。 この墓 地 の1基 の東 魏 洞 室 墓 を
発 掘 時,一 具 の完整 的 な屏 風 石 榻 が 出 土 され た こ とで あ る(図13-1,2)。 それ は24
の孝 子 を題 材 とす る屏 風 石 榻 で,か な り高 い 考 古価 値 と芸術 価 値 を もつ 文物 で あ る。
この石 榻 屏 風 の 内側 に精 美 的 な24の 孝 子 図 を陰刻 し,石 榻 の 外側 上 沿 に一 周 の 蓮:瓣
紋 様 浮 雕 が あ り,中 部 には12幅 の 浅 い浮 雕 図案 が あ っ て,そ の 内容 は 青龍 ・白虎 ・
麒 麟 な どの 珍 禽怪 獣 で あ る とい う(16)。
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図13-1河 南省安陽市固岸墓地で発掘 され た東魏時代の屏風石榻(正 面)
(新華社記者 ・桂娟撮影。)
図13-2河 南省安陽市固岸墓地 で発掘 され た東魏時代の屏風石榻(背 面)
(新華社記者 ・桂娟撮影。)
ソグド人墓の発見 と最新研究211
末筆 なが ら,本 稿 の執筆 にあたっては西安市文物保護考古所の程林泉副所長 よ り,
多 くの資料 と写真を提供 していただいた。 ここに記 して謝意 を表 したい と思 う。
注
(1)a.陝 西 省 考 古研 究所2000「 西 安 北 郊 北周 安 伽 墓 発 掘 簡 報 」『考 古与 文 物』2000-6。
b.陝 西省 考 古研 究 所2001「 西安 発 現 的 北 周 安伽 墓 」 『文 物 』2001-1。
c.陝 西 省 考 古 研 究 所編 著2003『 西 安 北周 安伽 墓 』 文 物 出版 社,p.1。
(2)西 安 市 文 物保 護 考 古 所2004「 西 安 市 北周 史 君 石椁 墓 」『考 古 』2004-7。
(3)西 安 市 文 物保 護 考 古 所 編2004『 前進 中 的西 安 市文 物 保 護 考 古 所一 慶 祝 西 安 市 文 物保 護 考
古 所 建 所10周 年(1994-2004)』pp.40-42。
(4)a程 林 泉 ・張小 麗 ・張 翔 宇 ・李 書鎖 「陝西 西 安 発 現 北 周 婆 羅 門后 裔 墓葬 」 『中 国文 物 報 』
2005年10月21日 第1版 。
b.西 安 市 文 物 保 護 研 究 所 ・程 林 泉 ・張 小 麗 ・張翔 宇 「談 談 対 北 周 李誕 墓 的 幾 点 認 識 」 『中
国文 物 報 』2005年10,月21日 第7版 。
c.李 彪 「北 郊 婆 羅 門后 裔 墓 葬 留 下 四大 謎 団」『華 商報 』2005年10,月30日 第5版 。
(5)a.夏 薫1964「 唐 蘇 諒妻 馬 墓 誌 跋 」『考 古 』1964-9。
b伊 藤i義 教1964厂 西 安 出土 漢婆 合 璧 墓 誌 婆 文 語言 学 的試 釈 」『考 古 学報 』1964-2。
c.劉 迎 勝1990「 唐 蘇 諒妻 馬 氏 漢 巴列 維 文 墓誌 再 研 究 」『考 古 学報 』1990-3。
d.林 梅村1995「 唐 長安 城 所 出漢 文一 婆羅 鉢 文 双 語 墓誌 跋」 『西 域 文 明一 考 古,語 言,民 族
和 宗 教 新 論一 』東 方 出版社,pp.251-258。
e.張 廣 達2002「 再 讀 晩 唐 蘇 諒 妻 馬 氏 双語 墓誌 』『国 学研 究』第10卷,北 京 大 学 出版 社,pp.1-22。
f.畢波2004「 粟 特 文 古 信 札漢 訳 与 注 釈 」『文史 』2004第2輯,pp.73-97。
(6)a.王 維 坤2005「 井 真 成 墓誌 に 関す る諸 問題 」 『東 ア ジア の 古代 文化 』123号 。
b.王 維 坤2005「 唐 の 日本 留 学 生 の 井真 成 墓 誌 に 関す る私 見 」『東 ア ジ ア の古 代 文 化 』124
号 。
(7)a.賈 麦 明2004「 新 発現 的唐 日本 人 井 真成 墓誌 及 初 歩 研 究 」『西 北大 学 学報 』2004-6。
b.賈 麦 明 ・葛継 勇2005「 井 真 成 墓誌 銘 釈 読 再 探 」『西 北 大 学 学 報 』2005-2。
(8)天 水 市 博 物 館1992「 天水 市 発 現 隋 唐 屏 風石 棺 床 墓 」『考 古』1992-1。
(9)栄 新 江2004「 シ ル ク ロー ドにお け る ソグ ド人 居住 地 の 日常生 活 」財 団法 人 秀 明 文化 財 団
『MIHOMUSEUM:研究 紀要 』 第4号(中 国語pp.1-5/英 語pp.6-10/日 本語pp.11-15)。
(10)a.財 団法 人 秀 明文化 財 団2004『MIHOMUSEUM研究 紀 要』 第4号 。
b.MIHOMUSEUM編1997『MIHOMUSEUM南館 図録 』pp.247-257。
(11)a。山西 省 考 古研 究所 ・太 原 市 考 古研 究 所 ・太原 市 晋 源 区文 物旅 游 局2001「 太 原 隋 代 虞弘
墓 清 理 簡 報 」『文物 』2001-1。
212王 維 坤
b.山 西省 考 古研 究 所,太 原 市 文 物考 古 研 究 所,太 原 市晋 源 区文 物旅 游 局 編 著2005『 太 原 隋
代 虞 弘 墓 』 文 物 出版 社 。
(12)王 去 非1979「 隋 墓 出 土 的 陶"千 秋 万 歳"及 其 他 」 『考 古 』1979-3。
(13)a.王 維 坤1994「 シル ク ロー ドと死 者 の 口に貨 幣 を含 ませ る習 俗 」『考古 学 と信 仰 』同志 社
大 学考 古 学 シ リー ズVI。
b.王 維 坤2003「 絲 綢 之 路 沿線 発 現 的 死者 口中含 幣 習 俗 研 究 」『考 古 学 報 』2003-2。
c.王維 坤2001「 隋唐 墓 葬 出土 的 死者 口中含 幣 習俗 溯 源 」 『考 古 与 文物 』2001-5。
d.王 維 坤2003「 死 者 の 口に 貨 幣 を含 ませ る習俗 の再 検 討 」『考 古 学 に学 ぶ(II)』 同志 社 大
学 考古 学 シ リー ズV皿。
e.王 維 坤2007「 中国 古 代 の死 者 の 口に 玉 を含 ませ る習 俗 に 関す る研 究 」 『考 古 学 に学 ぶ
(皿)』 同志 社 大 学 考 古学 シ リー ズD(。
(14)王 維 坤 「論 西 安 発 現 的 北周 粟 特 人 墓和 厨 賓 人 墓 的 墓葬 制 度 与 埋 葬 習俗 」『考 古 』(未 定)。
(15)http:〃www.novinite.com/view_news.php?id=86380(筆者 注:据 索 菲 亜新 聞社2007年10月
14日 電 報 道:保 加 利 亜 瓦 爾 納城 奥 徳 松 斯 墓 地)。
(16)人 民 網2007年092908:22pic.people.com.cn/GB/73694/6330248.html報道。
